
水平震度法 簡易スペクトル法 応答スペクトル法

１ 一般事項 １ 一般事項 １ 一般事項 １ 一般事項

２ 水平震度の算定 2 水平方向の地震力算定 2 水平方向の地震力算定

 (1) 水平震度の算定

 (2) 総重量の算定

 (1) 水平震度の算定

 (2) 水平方向の地震力算定
(同左)

２ 固有値解析

 (1) 固有値解析モデル

 (2) 固有値解析結果
３ 天井面に作用する加速度の算定

 (1) 天井の固有周期

 (2) 天井面に作用する加速度の算定

 (3) 水平方向及び上下方向の地震力算定
３ 斜め部材の設計 ３ 斜め部材の設計 ３ 斜め部材の設計 ４ 斜め部材の設計

 (1) 斜め部材の組数算定

 (2) 斜め部材の配置計画

 (1)斜め部材の耐力計算

 (2) 斜め部材の組数算定

 (3) 斜め部材の配置計画

（同左） （同左）

４ 天井材の緊結

 (1) ハンガー

 (2) クリップ

 (3) 斜め部材の接合部

 (4) 吊り材及び斜め部材の取り付け方

５ クリアランスの設計 ４ クリアランスの設計 ４ クリアランスの設計 ５ クリアランスの設計

 (1) 必要クリアランスの算定 （同左） （同左） （同左）

５ 接合部材の設計 ５ 接合部材の設計 ６ 接合部材の設計

 (1) 接合部材の耐力計算

 (2) 天井の耐力計算
（同左） （同左）

６ 設計図面 ６ 設計図面 ６ 設計図面 ７ 設計図面

 (1) 特記仕様書

 (2) 標準図

 (3) 天井付図（ゾーニング）・

  斜め部材の配置図・断面図等

（同左） （同左） （同左）

※ 特定天井の改修評価申請時の添付書類等については、建築物の天井脱落対策に係る技術基準の解説（国土交通省国土技術政策

 総合研究所、独立行政法人建築研究所、一般社団法人新・建築制度普及協会 監修）を参考に作成してください。

特定天井耐震設計記載項目・添付図書例（設計手法別）

仕様ルート
計算ルート

 (1) 建物概要

  建築場所・用途・階数・建物高さ・対象天井の範囲・天井

 面積・天井高さ・天井吊り⾧さ・ 柱スパン・構造種別を明記

 • 施設台帳（学校施設など必要な場合）

 • 建物写真

 • 図面（配置・案内図、平面図、立面図、伏図、軸組図、各部

  材リスト等）

 (2) 設計方針

 (3) チェックシート

 (4) 使用材料と許容応力度・許容耐力

 (1) 建物概要

  建築場所・用途・階数・建物高さ・対象天井の範囲・天井

 面積・天井高さ・天井吊り⾧さ・ 柱スパン・構造種別を明記

 • 施設台帳（学校施設など必要な場合）

 • 建物写真

 • 図面（配置・案内図、平面図、立面図、伏図、軸組図、各部

  材リスト等）

 (2) 設計方針

 (3) チェックシート

 (4) 使用材料と許容応力度・許容耐力

 (5)部材断面性能


